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主な掲載内容
》特集　響け！桂川のハーモニー
》福岡県知事選挙及び
　福岡県議会議員選挙
》国民健康保険税　改正
》町政トピックス
　・軽自動車等の廃車手続き
　・狂犬病予防接種
》防犯・防災情報
　「119 消防だより」
》けいせんびと
　「日本嵩山少林拳 誠武会」
》古代くん広場
　・桂川幼稚園 給食体験
　・王塚古墳を立体映像で



響け！桂川のハー
モニー特集

特
集

４
月
。
桂
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
（
以
下
「
桂
中
吹
奏
楽
部
」）

を
訪
ね
た
。
フ
ル
ー
ト
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
…
多
種
多
様
な
楽
器
の
練
習
を
行
っ
て
い
る
部
員
た
ち

に
、部
活
動
の
目
標
を
聞
く
と
、口
を
揃
え
て
こ
う
答
え
た
。

「
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
と
る
こ
と
」

桂
中
吹
奏
楽
部
が
最
後
に
金
賞
を
獲
得
し
た
の
は
14
年
前

の
平
成
12
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

目
指
す
は
金
賞
。

今
年
こ
そ
は
、
と
意
気
込
む
彼
ら
の
挑
戦
を
追
っ
た
。

響
け
！

桂
川
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

Challenge of Keisen junior high school Wind Orchestra

桂
川
中
学
校
吹
奏
楽
部

「
体
育
会
系
文
化
部
」

桂
中
吹
奏
楽
部
へ
よ
う
こ
そ
！

ま
だ
肌
寒
い
４
月
上
旬
の
朝
７
時
30

分
。
桂
川
中
学
校
運
動
場
に
、
息
を

切
ら
せ
な
が
ら
走
る
中
学
生
た
ち
の
姿
が

あ
っ
た
。
陸
上
部
や
野
球
部
の
朝
練
習
の
光

景
か
と
思
い
き
や
、
そ
う
で
は
な
い
。
彼
ら

は
、桂
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
部
員
た
ち
だ
。

　
「
楽
器
や
っ
て
る
か
ら
文
科
系
っ
ぽ
い
で

す
け
ど
、吹
奏
楽
部
は
『
体
育
会
系
文
化
部
』

で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
す
の
は
桂
中
吹
奏
楽

部
の
坂さ

か
も
と本
都み

さ
き咲
部
長
。
早
朝
練
習
で
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
の
ほ
か
腹
筋
や
腕
立
て
伏
せ
を
行
う

様
子
は
、
確
か
に
「
体
育
会
系
」
と
言
わ
れ

て
も
違
和
感
が
な
い
。

　

練
習
は
月
曜
日
以
外
は
毎
日
行
わ
れ
、
休

日
の
練
習
時
間
は
８
時
間
を
超
え
る
こ
と
も

あ
る
。個
人
練
習
に
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
、

一
人
ひ
と
り
が
担
当
楽
器
の
技
術
を
磨
き
、

イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏
す
る
曲
の

練
習
を
ひ
た
す
ら
に
積
み
重
ね
る
。

　

吹
奏
楽
部
顧
問
の
藤ふ

じ
い
け
ん
じ

井
健
次
先
生
は
、「
自

分
の
演
奏
が
で
き
な
い
と
、
合
奏
の
と
き
に

他
の
部
員
に
も
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
個
人

練
習
を
繰
り
返
す
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
が

担
当
す
る
部
分
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
」
と
、
個
人
練
習
の
重
要
性

に
つ
い
て
話
す
。

部
が
重
ん
じ
る
規
律
と
礼
節

自
ら
を
「
体
育
会
系
文
化
部
」
と
呼
ぶ

桂
中
吹
奏
楽
部
。
そ
う
呼
ぶ
要
因
の

一
つ
に
は
、
彼
ら
の
規
律
と
礼
節
を
重
ん
じ

る
姿
勢
が
あ
る
。
そ
れ
は
普
段
の
部
員
の
行

動
に
表
れ
て
お
り
、あ
い
さ
つ
や
「
は
い
！
」

と
い
う
返
事
の
活
発
さ
、
時
間
励
行
や
他
者

へ
の
言
葉
づ
か
い
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。
そ
の
姿
勢
の
理
由
を
、
顧
問
の
一
人
で

あ
る
松ま

つ
み
や
よ
う

宮
央
先
生
が
答
え
て
く
れ
た
。

　
「
吹
奏
楽
は
規
律
や
礼
節
が
特
に
重
視
さ

れ
る
部
活
で
す
。
な
ぜ
か
。
吹
奏
楽
は
、
参

小村 芽生（三年）

副部長・トランペット

荒川 夢依 （一年）

トランペット

中島 彩乃 （三年）

副部長・トランペット

山上 怜音 （一年）

パーカッション

橋本 嵐 （一年）

パーカッション

深野 彩寧 （二年）

パーカッション

安永 尚矢 （一年）

サクソフォン

熊本 郁香 （三年）

サクソフォン

籾田 美冴 （二年）

サクソフォン

原中 彩音（三年）

トロンボーン

安永 悠人（三年）

ホルン

友枝 凛 （一年）

ホルン

坂本 都咲（三年）

部長・ユーフォニアム

瀬川 葉月（一年）

フルート

矢野 彩花（三年）

フルート

中嶋 真由子（三年）

オーボエ

田中 優鈴（二年）

バスクラリネット川村 美佳（二年）

クラリネット

飯田 朱音（二年）

クラリネット

松村 彩花（二年）

クラリネット

＊

加
者
全
員
が
一
つ
に
な
っ
て
演
奏
す
る
の

で
、
全
員
の
意
識
を
揃
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
下
地
と
し
て
、
規
律
と
礼
節
は
と

て
も
重
要
な
も
の
。
中
学
生
に
と
っ
て
は
厳

し
い
部
分
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
ら
は
社
会
に
出
て
か
ら
必
要
に
な
る
能
力

で
も
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
、
今
そ
れ
を
学
ん

で
い
る
最
中
で
も
あ
る
ん
で
す
」

山上 恵（三年）

チューバ

藤井 健次
顧問

松宮 央
顧問

▲部室である音楽室に掲げられた桂中吹
奏楽部の部訓「礼節・努力・理想」。

3 頁  　 平 27. 広報けいせん 3 月 平 27. 広報けいせん 3 月  　  2 頁



響け！桂川のハー
モニー特集

演奏を通じた地域への貢献

聴
い
て
く
れ
て
い
る
人
の

心
に
響
く
音
を
届
け
る

４
月
26
日
。
桂
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
50
周
年
記
念
式
典
が
、
住
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
し
た
多
く
の
会

員
で
賑
わ
う
中
、
そ
の
舞
台
裏
に
、
楽
器
を

準
備
す
る
桂
中
吹
奏
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
の
姿

が
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
式
典
に
招
か
れ
た
彼

ら
は
、
特
別
に
演
奏
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

先
輩
の
卒
業
や
新
入
生
の
加
入
を
経
て
、

19
人
の
新
体
制
と
な
っ
た
桂
中
吹
奏
楽
部
の

初
め
て
の
公
で
の
演
奏
。
特
に
一
年
生
は
、

入
部
し
て
一
カ
月
も
経
っ
て
い
な
い
。

　

藤
井
先
生
が
舞
台
裏
で
出
番
を
待
つ
部
員

た
ち
に
檄げ

き

を
飛
ば
す
。「
ど
ん
帳
が
開
い
た

ら
、ま
ず
遠
く
を
見
る
こ
と
。そ
こ
に
向
か
っ

て
ま
っ
す
ぐ
音
を
出
す
イ
メ
ー
ジ
で
演
奏
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
、
聴
い
て
く
れ
て
い

る
人
の
心
に
届
く
音
に
な
り
ま
す
」

　

時
代
劇
で
使
わ
れ
た
楽
曲
な
ど
、
わ
か
り

や
す
く
有
名
な
曲
を
全
部
で
６
曲
演
奏
す
る

部
員
た
ち
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
童
謡
「
ふ
る

さ
と
」
を
演
奏
し
、
会
場
の
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
の
方
々
と
合
唱
し
た
。
会
員
の
中
に
は
、

合
唱
中
に
涙
ぐ
む
方
も
。

　

演
奏
後
、
桂
中
吹
奏
楽
部
に
は
、
盛
大
な

拍
手
が
贈
ら
れ
た
。
な
か
な
か
鳴
り
止
ま
な

い
、
本
当
に
盛
大
な
拍
手
だ
っ
た
。「
よ
か

音
楽
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」「
中
学
生
が
立

派
な
演
奏
す
る
ね
ぇ
」
と
口
に
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
の
方
々
。

　

演
奏
後
、
藤
井
先
生
は
「
生
の
楽
器
の
音

を
聞
く
機
会
は
な
か
な
か
な
い
。
体
に
、
そ

し
て
心
に
響
く
音
楽
の
感
動
を
、
生
徒
た
ち

が
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
部
員
た
ち
を
労

ね
ぎ
ら
っ
た
。

　

一
年
生
の
橋は

し
も
と
あ
ら
し

本
嵐
く
ん
も
「
楽
器
で
こ
ん

な
に
人
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
早
く
僕
も
し
っ
か
り
音
を

出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
先
輩
た
ち
と
一
緒

に
み
ん
な
を
感
動
さ
せ
た
い
」
と
、
初
め
て

の
舞
台
演
奏
の
喜
び
を
笑
顔
で
振
り
返
る
。

感
謝
を
忘
れ
ず
に

地
域
で
の
積
極
的
な
演
奏

桂
中
吹
奏
楽
は
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
参
加
し
、
演
奏
を
行
っ
て

い
る
。
毎
年
、
商
工
ま
つ
り
桂
川
や
夏
ま
つ

り
桂
川
、
古
代
の
謎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
前
夜

祭
な
ど
で
、
彼
ら
の
生
き
生
き
し
た
演
奏
を

桂川町のイベントを
盛り上げてくれる中学生たち

　毎年秋に王塚古墳で行われている古代の謎
フェスティバルの前夜祭で、桂中吹奏楽部に
演奏してもらって今年で 10 年目になります。
　毎年顔ぶれは違いますが、生徒たちは礼儀
正しくいつも一生懸命で、日頃の指導がしっ
かりしているんだろうなと思います。去年、
一昨年に演奏をした吹奏楽部の OB たちが、
次の年には観客として駆けつけるのも、桂中
吹奏楽部の繋がりの深さを感じるところです。
　フェスティバルでは、桂川中学校の吹奏楽
部のほか、生徒会や放送部の生徒たちにも協
　　　　　　力してもらっていて、とても感
　　　　　　　謝しています。地域のイベン
　　　　　　　トをこれからも一層盛り上げ
　　　　　　　ていってほしいですね。

桂川町古代の謎フェスティバル
実行委員会

太田 勤　会長

地域のイベントなどの演奏に積極的に参加する桂中吹奏楽部。
そこは「音楽で人を感動させる」という吹奏楽の楽しみを知る場所でもある。

【桂中吹奏楽部年間演奏スケジュール】

▼ 4 月　○入学式　○対面式

▼ 5 月　○博多どんたく　○商工まつり桂川

　　　　 ○桂川中学校体育祭

▼ 6 月　○筑豊吹奏楽祭

▼ 7 月　○九州吹奏楽コンクール筑豊支部予選

▼ 8 月　○夏まつり桂川

▼ 10 月  ○古代の謎フェスティバル

▼ 11 月  ○桂川中学校文化発表会

▼ 12 月  ○九州アンサンブル大会筑豊支部予選

　　　　 ○校内クリスマスコンサート

▼ 1 月　○筑豊吹奏楽フェスティバル

▼ 3 月　○卒業式　○イイヅカ☆ブラスフェスティバル

　　　　 ○３年生お別れコンサート

Contribution to community through a performance

町内外で演奏する桂中吹
奏楽部。５月には博多ど
んたくに３中学校合同で
出場し、博多の街を行進。

桂川町老人クラブ連合会 50周年記念式典で演奏する桂中吹奏楽部。

Interview 聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

吹
奏
楽
部
の
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
中
に
も
関
わ
ら
ず
積
極
的
に
行

う
地
域
で
の
演
奏
に
つ
い
て
、
藤
井

先
生
は
「
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
」
と
表
現
す
る
。

　
「
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
演
奏
会
で

場
慣
れ
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。
１
０
０
回
の
練
習
よ
り

１
回
の
本
番
で
成
長
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、

桂
川
町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
呼
ば
れ

て
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
は
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
。
生
徒
た

ち
に
も
、
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
気
持

ち
に
応
え
て
、
感
謝
を
忘
れ
ず
に
演

奏
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
」

5 頁  　 平 27. 広報けいせん 3 月 平 27. 広報けいせん 3 月  　  4 頁



響け！桂川のハー
モニー特集

金
賞
受
賞
の
鍵
を
握
る

「
桂
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
」

中
学
校
の
体
育
祭
も
終
わ
っ
た
５
月
下

旬
。
桂
中
吹
奏
楽
部
は
、
最
大
の
目

標
で
あ
る
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
本

格
的
に
始
動
す
る
。

　

今
年
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
福
岡
県
大
会

筑
豊
支
部
予
選
は
７
月
27
日
、
飯
塚
市
の
イ

イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
で
開
催
さ
れ
る
。

目
標
は
「
金
賞
」
だ
。

　

こ
こ
数
年
の
成
績
は
す
べ
て
銀
賞
。
金
賞

に
は
あ
と
一
歩
届
か
な
い
と
い
う
善
戦
が
続

い
て
い
る
。
金
賞
を
獲
得
し
た
の
は
平
成
12

年
が
最
後
で
、
県
大
会
へ
の
出
場
に
至
っ
て

は
昭
和
43
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

　

今
年
の
金
賞
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
藤
井

先
生
は
「
ま
だ
ま
だ
で
す
」
と
渋
い
表
情
。

　
「
曲
の
演
奏
は
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ま
だ
目
の
前
の
楽
譜
ど
お
り
に
演
奏
し
て
い

る
だ
け
の
状
態
。
周
り
の
楽
器
と
音
が
合
っ

て
な
い
部
分
が
多
く
、
桂
中
吹
奏
楽
部
の
演

奏
と
し
て
は
未
完
成
で
す
。
た
だ
、
伸
び
代

も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
ま
で

ど
こ
ま
で
伸
び
る
か
、
楽
し
み
で
す
ね
」

　

遠
ざ
か
っ
て
い
る
金
賞
と
い
う
タ
イ
ト

ル
。
受
賞
す
る
た
め
に
必
要
な
「
桂
中
吹
奏

楽
部
の
演
奏
」
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、
夏

に
向
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
練
習
の
日
々
が

始
ま
る
。

交
差
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

オ
ー
ボ
エ
担
当
の
三
年
生
中な

か
し
ま嶋

真ま

ゆ

こ
由
子

さ
ん
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏
す
る

自
由
曲
の
鍵
を
握
る
人
物
の
一
人
。
自
由
曲

の
演
奏
の
出
だ
し
に
、オ
ー
ボ
エ
の
ソ
ロ（
単

独
）
演
奏
が
あ
る
の
だ
。

　
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す
！
」

　

ソ
ロ
演
奏
に
つ
い
て
聞
く
と
開
口
一
番
そ

う
答
え
た
中
嶋
さ
ん
は
言
葉
を
続
け
る
。「
た

だ
で
さ
え
ソ
ロ
演
奏
は
注
目
を
浴
び
て
緊
張

す
る
の
に
、こ
の
ソ
ロ
部
分
は
息
が
長
く
て
、

と
て
も
難
し
い
ん
で
す
。
曲
の
出
だ
し
な
の

で
、
私
の
ソ
ロ
の
出
来
次
第
で
曲
全
体
の
イ

【桂中吹奏楽部のコンクールでの演奏曲】
▼課題曲
　コンサートマーチ「青葉の街で」／小林武夫
▼自由曲
　交響曲第１番「神曲」より第一楽章「地獄篇」
　／ R.W. スミス

「金賞」に向かって
桂中吹奏楽部が最大の目標と定める吹奏楽コンクール。

金賞を目指し、「桂中吹奏楽部の演奏」を作り上げるための道のりは、

長く険しいものであった。

メ
ー
ジ
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
…
」

　

一
人
前
に
な
る
ま
で
3
年
は
か
か
る
と
言

わ
れ
る
楽
器
の
オ
ー
ボ
エ
を
、
一
年
生
か
ら

始
め
、
今
年
三
年
生
と
な
っ
た
中
嶋
さ
ん
。

「
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
の
で
、
悔
い
の
な

い
よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と
意
気
込
む
。
３

年
間
の
練
習
の
成
果
を
、
中
学
校
最
後
の
コ

ン
ク
ー
ル
の
舞
台
で
見
せ
る
。

　

二
年
生
の
深ふ

か
の
あ
や
ね

野
彩
寧
さ
ん
は
、
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
打
楽
器
）
担
当
。
一
年
生
の
頃
は

ホ
ル
ン
担
当
だ
っ
た
が
、
二
年
生
か
ら
配
置

転
換
と
な
っ
た
。
自
由
曲
で
は
テ
ィ
ン
パ
ニ

と
い
う
大
型
の
太
鼓
を
使
い
、
雷
鳴
の
音
を

再
現
す
る
な
ど
非
常
に
存
在
感
の
あ
る
立
ち

位
置
と
な
る
。「
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
三
年

生
の
先
輩
た
ち
は
最
後
。
不
安
は
あ
り
ま
す

け
ど
、
先
輩
た
ち
の
た
め
に
も
金
賞
を
目
指

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」

　

一
方
、
４
月
に
入
部
し
、
わ
ず
か
４
カ
月

弱
で
コ
ン
ク
ー
ル
に
臨の

ぞ

む
こ
と
に
な
る
一
年

生
。

　

そ
の
中
の
一
人
、
安や

す
な
が
な
お
や

永
尚
矢
く
ん
は
、
サ

ク
ソ
フ
ォ
ン
担
当
。
課
題
曲
で
は
、
一
年
生

な
が
ら
ソ
ロ
演
奏
を
行
う
。
安
永
く
ん
は
コ

ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
「
楽
し
み
だ
け
ど
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
」
と
正
直
な
心
情
を
漏
ら

す
。「
兄
ち
ゃ
ん
（
三
年
生
の
安や

す
な
が
は
る
と

永
悠
人
く

ん
）
も
取
っ
た
こ
と
の
な
い
金
賞
を
、
み
ん

な
で
取
り
た
い
の
で
、
練
習
を
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

親としてサポートしつつ
子どもたちから感動をもらう

　保護者会は、子どもたちの送迎やコンクー
ル前の差し入れなどを通して、子どもたち
をサポートしています。
　子どもたちが毎日遅くまで、そして土日
も練習で汗を流している姿を見ると、親と
しては見ていて辛いこともありますが、私
たちはサポートに徹して、子どもたちがよ
り良く吹奏楽に専念できるようにしたいと
いう思いで活動しています。
　私自身、音楽に特別な関心があった訳で
はありませんが、子どもたちからは多くの
　　　　　感動をもらっています。コンクー
　　　　　ルなどでやり遂げた子どもたち
　　　　　　の姿を見ると、サポートして
　　　　　　　きて良かったと思いますね。

桂川中学校吹奏楽部 保護者会

坂本 豊子　会長

Aiming for  "Gold"

＊

【全日本吹奏楽コンクール】

　全日本吹奏楽コンクールは、社団法人全日本吹奏楽連盟
と朝日新聞社が主催し、毎年開催されるアマチュア吹奏楽
団体を対象とした音楽コンクール。小学校、中学校、高等
学校、大学、職場・一般の５部門に分かれる。
　コンクールでは、12 分間という時間制限の中、各団体が
課題曲と自由曲の２曲を演奏し、技術面と表現面の２項目
で有識者が審査。得点に応じて金賞、銀賞、銅賞のいず
れかの賞が与えられ、さらにこのうち数組が上位大会
へと推薦される。

支部予選

県大会

全国大会

Interview
　

部
員
た
ち
の
想
い
が
交
差
す
る
中
、
当
日

は
指
揮
者
と
し
て
舞
台
に
上
が
る
藤
井
先

生
。
コ
ン
ク
ー
ル
前
日
の
練
習
最
中
、
部
員

た
ち
に
こ
ん
な
話
を
始
め
た
。

　
「
先
生
、
周
り
の
関
係
者
か
ら
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。『
桂
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
演

奏
の
個
人
レ
ベ
ル
は
高
い
け
ど
、
少
人
数
な

の
が
残
念
で
す
ね
』
っ
て
。
そ
の
度
に
先
生

は
悔
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
ん
か

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
一

丸
に
な
っ
た
と
き
の
力
は
と
て
も
強
い
は
ず

で
す
。
み
ん
な
も
『
少
な
い
か
ら
こ
そ
や
っ

て
や
る
ぞ
！
』
と
い
う
気
持
ち
を
内
に
秘
め

て
、
桂
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
見
せ
つ
け
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
」

コンクール練習用の楽譜には、演奏の
注意点などの書き込みがビッシリ。

九州大会
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実
っ
た
努
力
の
成
果

「
桂
川
中
学
校
、
ゴ
ー
ル
ド
金
賞
」

い
よ
い
よ
大
ホ
ー
ル
で
の
表
彰
式
。
坂

本
部
長
は
舞
台
上
で
、
他
の
部
員
た

ち
は
観
客
席
で
発
表
の
瞬
間
を
待
つ
。

　

表
彰
式
で
は
、
一
校
一
校
、
学
校
名
が
呼

ば
れ
「（
ゴ
ー
ル
ド
）
金
賞
」「
銀
賞
」「
銅
賞
」

の
い
ず
れ
か
が
発
表
さ
れ
る
。
桂
川
中
学
校

の
発
表
は
21
番
目
。
次
々
と
他
の
学
校
の
発

表
が
行
わ
れ
る
中
、「
○
○
中
学
校
、
ゴ
ー

ル
ド
金
賞
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
た
び
に

観
客
席
の
ど
こ
か
か
ら
歓
声
が
上
が
る
。

　

も
ち
ろ
ん
銀
賞
や
銅
賞
と
評
価
さ
れ
る
学

校
も
多
く
、
部
員
た
ち
は
自
分
た
ち
の
発
表

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
期
待
と
不
安
の
入
り
混

じ
っ
た
複
雑
な
表
情
を
見
せ
る
。

　

そ
し
て
、
つ
い
に
発
表
。
坂
本
部
長
が
表

彰
の
舞
台
へ
と
歩
み
を
進
め
、
部
員
た
ち
の

緊
張
感
は
高
ま
る
。

　

14
年
連
続
の
銀
賞
か
、
14
年
ぶ
り
の
金
賞

か
。
部
員
た
ち
は
頭
を
伏
せ
、
願
う
。

「
桂
川
町
立
桂
川
中
学
校
」

「
ゴ
ー
ル
ド
金
賞
」

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
瞬
間
、
部
員
た
ち
は

歓
声
を
挙
げ
、
抱
き
合
い
、
涙
を
流
し
、
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
た
。
暑
い
中
汗
を
ぬ
ぐ
い

練
習
に
励
ん
で
作
り
上
げ
た
「
桂
中
吹
奏
楽

部
の
演
奏
」。
そ
の
努
力
の
成
果
が
最
高
の

形
で
実
っ
た
の
だ
。

終
り
を
告
げ
る
熱
い
夏

金
賞
の
発
表
に
続
き
、
筑
豊
支
部
代
表

校
の
発
表
。
選
ば
れ
る
の
は
４
校
。

こ
れ
に
選
ば
れ
る
と
、
１
カ
月
後
の
県
大
会

へ
駒
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
う
１
カ
月
吹
奏
楽

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
は
再
び
、

発
表
の
瞬
間
を
待
っ
た
。
し
か
し
―
―
―
―

ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
４
校
の
中
に
、
桂
川
中

学
校
の
名
前
は
な
か
っ
た
。

　

大
き
な
た
め
息
の
後
に
あ
ふ
れ
出
た
涙
と

と
も
に
、
彼
ら
の
熱
い
夏
は
、
終
わ
っ
た
。

　

最
終
的
に
、
今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
26

校
中
、
金
賞
を
受
賞
し
た
の
は
９
校
。
多
く

の
金
賞
受
賞
校
が
30
人
以
上
で
演
奏
を
行
う

中
、
桂
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
人
数
は
わ
ず
か

18
人
。
参
加
全
校
の
中
で
も
最
少
人
数
だ
。

審
査
員
か
ら
の
講
評
も
、「
少
人
数
で
あ
の

演
奏
が
で
き
た
こ
と
は
驚
き
」
と
い
う
評
価

で
占
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
人
数
で
の
金
賞
獲
得
を
「
快
挙
」
と

話
す
藤
井
先
生
。
コ
ン
ク
ー
ル
後
、
部
員
た

ち
を
前
に
改
め
て
感
謝
の
想
い
を
伝
え
た
。

「
あ
り
が
と
う
。
本
当
に
感
謝
し
か
な
い
。
ミ

ス
も
あ
っ
た
け
ど
、
そ
れ
で
も
金
賞
を
取
れ

た
。
そ
れ
だ
け
み
ん
な
の
気
持
ち
が
一
つ
に

な
っ
て
伝
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
そ
の
気
持

ち
を
、
こ
れ
か
ら
も
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」

い
よ
い
よ
始
ま
る
一
回
勝
負

決
戦
の
舞
台
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ

ン
は
、
筑
豊
地
区
の
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
多
く
の
中
学
生
た
ち
で
異
様
な
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

７
月
27
日
、
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
福

岡
県
大
会
筑
豊
支
部
予
選
Ａ
パ
ー
ト
中
学
生

の
部
に
は
、
筑
豊
地
区
の
中
学
校
26
校
が
参

加
す
る
。
演
奏
会
場
の
大
ホ
ー
ル
で
は
、
大

観
衆
と
審
査
員
の
前
で
、
各
中
学
校
が
次
々

と
演
奏
を
行
っ
て
い
る
。

　

桂
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
は
21
番
目
。
舞
台

袖
で
出
番
を
待
つ
部
員
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

繰
り
返
し
て
き
た
息
を
合
わ
せ
る
練
習
を
み

ん
な
で
行
い
、
呼
吸
を
整
え
る
。
あ
る
部
員

は
楽
譜
を
読
み
返
し
、
あ
る
部
員
は
舞
台
の

方
向
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。
部
員
た
ち
の
緊

張
し
た
表
情
は
、
本
番
が
迫
る
に
つ
れ
、
次

第
に
決
意
の
表
情
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。

　

前
の
中
学
校
の
演
奏
が
終
わ
り
、
部
員
た

ち
は
係
員
に
促
さ
れ
て
舞
台
へ
と
足
を
進

め
、
演
奏
の
準
備
を
始
め
る
。
こ
れ
ま
で
の

練
習
の
成
果
を
見
せ
る
、
泣
い
て
も
笑
っ
て

も
一
回
の
勝
負
。

　
「
21
番
、
桂
川
町
立
桂
川
中
学
校
」

　

場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
そ
う
告
げ
る
と
、
指

揮
者
で
あ
る
藤
井
先
生
の
指
揮
棒
が
動
き
、

桂
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
は
始
ま
っ
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
演
奏
を
終
え
て

後
日
、
藤
井
先
生
は
コ
ン
ク
ー
ル
で
の

演
奏
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
振
り

返
っ
た
。「
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
が
一

つ
に
な
っ
た
す
ば
ら
し
い
演
奏
で
し
た
。
単

な
る
気
持
ち
で
は
な
く
、
練
習
に
裏
づ
け
さ

れ
た
気
持
ち
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
演
奏
で
す
」

　

演
奏
後
、
舞
台
裏
に
戻
っ
て
き
た
部
員
た

ち
。
オ
ー
ボ
エ
の
ソ
ロ
演
奏
を
完
ぺ
き
に
こ

な
し
た
中
嶋
さ
ん
の
目
に
は
涙
。「
演
奏
中

は
夢
中
で
何
も
考
え
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

最
後
に
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏
し
て
い
る
と
い

う
実
感
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、

こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
思
い
浮
か
ん

で
…
」
と
涙
の
理
由
を
話
す
。

　

テ
ィ
ン
パ
ニ
の
深
野
さ
ん
は
「
緊
張
し
た

け
ど
や
り
切
り
ま
し
た
。絶
対
金
賞
で
す
！
」

と
笑
顔
が
は
じ
け
る
。

　

そ
し
て
、
一
年
生
な
が
ら
ソ
ロ
を
担
当
し

た
安
永
尚
矢
く
ん
の
目
に
も
涙
。
た
だ
で
さ

え
緊
張
す
る
初
め
て
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
そ
し

て
ソ
ロ
演
奏
。
そ
の
計
り
知
れ
な
い
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
か
ら
解
放
さ
れ
て
安
心
し
た
よ
う

だ
。

　

部
員
た
ち
は
一
旦
会
場
の
外
に
出
て
記
念

撮
影
な
ど
を
行
い
、
表
彰
式
を
待
つ
。
笑
顔

の
部
員
も
涙
の
部
員
も
、
そ
の
表
情
は
や
り

切
っ
た
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

1コンクール本番での演奏の
様子（写真提供：㈱大阪フォ
トサービス）。少人数のため、
すき間が多く空いているよう
に見える。2コンクール直前
には二泊三日の強化合宿も実
施。前顧問の岡本先生や OB
も応援に駆け付けた。3コン
クール会場には多くの中学校
吹奏楽部の生徒たちの姿。4
本番前のチューニングの様子。
5本番前の舞台袖で緊張した
表情を見せる部員たち。

つかんだ栄冠
14年ぶりの　

1三年生にとっては最後のコンクール。出来ることすべて
をやり、結果発表を待つ。2金賞受賞の瞬間、我を忘れて
喜ぶ部員たち。3「金賞おめでとう」のくす玉を割る坂本
部長と中島副部長。このくす玉は、以前の卒業生が金賞受
賞したときのために作製したもの。4学校に戻ってから三
年生の仮引退式が行われた。三年生一人ひとりが、部員に
対して感謝と来年への激励の言葉を告げる。

1

2 3 4

5

1

2

3

4

「金賞」

＊

＊

＊

響け！桂川のハー
モニー特集
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響
き
続
け
る

桂
川
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

10
月
24
日
。
こ
の
日
は
桂
川
中
学

校
文
化
発
表
会
。
桂
川
中
学
校

文
化
部
の
作
品
展
示
や
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
の
ほ
か
、
桂
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
も

行
わ
れ
る
。

　

こ
の
演
奏
で
三
年
生
は
引
退
。
桂
中

吹
奏
楽
部
と
し
て
演
奏
す
る
の
は
、
こ

れ
が
最
後
の
舞
台
と
な
る
。
最
後
の
観

客
と
な
る
の
は
桂
川
中
学
校
の
全
校
生

徒
だ
。

　

演
奏
す
る
曲
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
金

賞
を
受
賞
し
た
曲
を
含
め
４
曲
。
最
後

の
曲
で
は
、
引
退
す
る
三
年
生
一
人
ひ

と
り
が
ソ
ロ
演
奏
を
披
露
。
そ
れ
ぞ
れ

の
ソ
ロ
演
奏
が
始
ま
る
と
、
観
客
席

か
ら
「
み
さ
き
ー
！
」「
お
つ
か
れ
さ

ま
ー
！
」
な
ど
の
声
援
が
飛
ぶ
。

　

そ
し
て
、〝
最
後
の
観
客
〟
の
中
に
は
、

三
年
生
の
ソ
ロ
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
涙

を
流
す
女
子
生
徒
も
い
た
。

　

何
も
知
ら
な
い
人
が
そ
の
光
景
を
見

る
と
、「
な
ぜ
泣
い
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」

と
不
思
議
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
お
そ
ら
く
そ
の
生
徒
は
知
っ
て

い
る
の
だ
。
桂
中
吹
奏
楽
部
が
、
音
楽

室
で
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
コ
ン
ク
ー

ル
会
場
で
、
ど
れ
だ
け
練
習
と
演
奏
を

続
け
て
き
た
か
を
。
三
年
生
の
部
員
が
、

今
日
、
最
後
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
に
ど

ん
な
意
味
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
。

　

三
年
生
は
こ
の
日
で
引
退
し
、
３
月

に
は
卒
業
す
る
。
高
校
に
行
っ
て
も
吹

奏
楽
を
続
け
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

彼
ら
は
桂
中
吹
奏
楽
部
の
３
年
間
で
学

ん
だ
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
残
さ
れ
た
一
、二
年
生
の
部
員

た
ち
は
、
来
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け

て
す
で
に
動
き
始
め
て
い
る
。

　

来
年
も
金
賞
を
受
賞
で
き
る
よ
う
、

練
習
の
日
々
は
続
い
て
い
く
。
し
か
し
、

金
賞
は
目
標
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
部

員
た
ち
が
口
に
す
る
「
聞
い
て
い
る
人

を
感
動
さ
せ
た
い
」
と
い
う
想
い
こ
そ

が
、
少
人
数
の
桂
中
吹
奏
楽
部
に
金
賞

を
も
た
ら
し
た
源
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
想
い
は
、「
礼
節
・
努
力
・

理
想
」
の
部
訓
と
と
も
に
、
次
の
代
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　

そ
の
想
い
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
限

り
、
桂
中
吹
奏
楽
部
が
奏
で
る
「
桂
川

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
は
、
音
楽
室
で
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
コ
ン
ク
ー
ル
会
場
で
、

い
つ
ま
で
も
、
響
き
続
け
る
。

（
特
集「
響
け
！
桂
川
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
！
」完
）

響け！桂川のハーモニー
特集

人として
魅力のある人間を育てる

＊

桂川中学校吹奏楽部 顧問

藤井 健次

　

桂
中
吹
奏
楽
部
に
は
、「
礼
節
・
努
力
・

理
想
」
と
い
う
部
訓
の
ほ
か
に
「
音
楽

面
で
一
流
を
目
指
す
も
の
は
、
生
活
面

で
こ
そ
一
流
で
あ
れ
」
と
い
う
基
本
方

針
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
吹
奏
楽
部
の
顧
問
で
す
が
、
プ

ロ
の
演
奏
家
を
育
て
て
い
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
徒
た
ち
の
音
楽
的
な
技

術
面
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
あ
い
さ
つ

や
時
間
励
行
、
場
に
応
じ
た
言
葉
遣
い

や
態
度
な
ど
の
社
会
性
や
自
主
性
、
自

発
性
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
一

人
の
人
間
と
し
て
社
会
を
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
、
人
と
し
て
魅
力
の
あ
る
人

間
を
育
て
た
い
ん
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
部
訓
が
示
す
と
お

り
、
人
を
敬
い
感
謝
す
る
気
持
ち
と
、

自
分
の
理
想
、
そ
し
て
そ
れ
に
近
づ
く

た
め
の
努
力
が
必
要
で
す
。
桂
中
吹
奏

楽
部
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
そ
の
理
念

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
指

導
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Interview

福岡県知事選挙及び
福岡県議会議員一般選挙

　選挙に関する問合先

  　桂川町選挙管理委員会事務局（桂川町役場総務課内）　☎ 65・1100

４月 12日㈰は選挙の日

選挙日程カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
3/26 27 28

県知事告示

29 30 31 4/1 2 3 4
県議会議員告示

5 6 7 8 9 10 11

12

投票日

期日前
不在者

期日前
不在者

期日前
不在者

期日前
不在者

期日前
不在者 期日前

不在者

期日前
不在者

期日前
不在者

期日前
不在者

期日前
不在者

期日前
不在者

期日前
不在者

期日前
不在者

期日前
不在者

期日前
不在者

期日前
不在者

県知事選挙のみ投票可能
県知事選挙、県議会議員一般選挙
両方とも投票可能

投 票 日 4 月 12 日㈰　７時～ 20 時

期 日 前
投 票 期 間

県知事選挙…3 月 27 日～ 4 月 11 日
県議会議員一般選挙…4 月 4 日～ 4 月 11 日

【場　所】桂川町役場２階 期日前投票所
【時　間】８時 30 分～ 20 時

※ 3 月 27 日から 4 月 3 日の期間は、県知事選挙のみの期日前投票となります。

期日前
不在者

期日前
不在者
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平成 27 年度桂川町国民健康保険税の税率を改正（引き上げ）することになりました。
国民健康保険（以下「国保」）加入者の皆さまには、これまで以上に税負担をお願いすることと
なりますが、国保の医療費は、被保険者の皆さまにご負担いただいている国民健康保険税で成
り立っています。皆さまのご理解をよろしくお願いします。

国民健康保険税の改正に
　　　　　ご理解をお願いします

分　類 内　訳 改正前 改正後 改正分 限度額

医療分

所得割 7.50% 8.80% ↑ 1.30%

510,000 円
資産割 23.0% 23.0% ―

均等割 17,000 円 26,500 円 ↑ 9,500 円

平等割 21,000 円 27,000 円 ↑ 6,000 円

支援分

所得割 3.80% 3.80% ―　

160,000 円
資産割 12.0% 12.0% ―

均等割 6,000 円 6,000 円 ―

平等割 5,000 円 5,000 円 ―

介護分

所得割 1.05% 1.05% ―

140,000 円
資産割 7.90% 7.90% ―

均等割 6,600 円 6,600 円 ―

平等割 3,700 円 3,700 円 ―

国民健康保険税の改正内容

【各項目の解説】

○医療分 … 国保加入者全員が対象。国保事業の運営に関し必要な財源として徴収
○支援分 … 国保加入者全員が対象。後期高齢者医療制度に関し社会保険診療報酬支払基金に納付するために徴収
○介護分 … 国保加入者 40 ～ 64 歳が対象。介護保険第２号被保険者の人（40 ～ 64 歳の医療保険加入者）から徴収
○所得割 … 加入者全員の（前年所得額－ 33 万円）×税率
○資産割 … 加入者が町内に所有する土地および家屋に対する当該年度の固定資産税額×税率
○均等割 … 加入者の人数×税額
○平等割 … １世帯当たりの税額
○限度額 … 各分類ごとの課税限度額

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
一

般
会
計
と
は
異
な
る
特
別
会
計

で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
不
足
す

る
財
源
は
「
原
則
、
国
保
税
で

補
う
」
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

桂
川
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
単
年
度
収
支
（
そ
の
年

度
の
医
療
費
に
係
る
歳
入
と
歳

出
の
差
引
額
）
は
、
平
成
23
年

度
以
降
、
赤
字
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
一
人
あ
た
り
の
保
険

給
付
費
（
国
保
会
計
で
負
担
す

る
医
療
費
）
も
増
大
し
、
右
肩

上
が
り
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
以

降
は
、
不
足
し
た
財
源
を
補
う

た
め
基
金
の
取
り
崩
し
が
続
き

ま
し
た
が
、
平
成
25
年
度
に
基

金
の
残
高
が
０
円
と
な
り
、
約

1
千
４
０
０
万
円
の
赤
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
以
降
も
、
毎
年

約
４
千
５
０
０
万
円
の
収
入
不

足
が
見
込
ま
れ
、
こ
の
ま
ま
で

は
、
桂
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
累
積
赤
字
額
が
増
え
、

今
後
の
国
保
運
営
に
支
障
を
き

た
す
可
能
性
が
高
い
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
収
入
不
足
を
補
う

た
め
、
税
率
を
引
き
上
げ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
結
論
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
桂
川
町
国
民
健
康
保

険
に
お
い
て
は
、
平
成
７
年
度
、

平
成
８
年
度
に
も
赤
字
決
算
と

な
り
、
平
成
９
年
度
に
お
い
て

国
保
税
率
の
引
き
上
げ
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
16
年
度
に
、

当
時
の
国
保
財
政
の
状
況
に
よ

り
税
率
を
引
き
下
げ
た
経
過
が

あ
り
、
今
回
の
改
正
は
18
年
ぶ

り
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

桂川町国民健康保険財政の推移

改
正
の
経
緯

　普段から生活習慣病などに配慮して、
健康づくりに努めましょう。町では、特
定健康診査・特定保健指導、がん検診、
各種健康づくり教室を実施していますの
で、積極的に参加しましょう。

（万円）

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

基金保有額支出総額

（万円）
15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

保険税引き下げ

保険税改定を検討

平成（年度）
後期高齢者医療制度の開始

交付金の一時的な過大交付のた
め増額（２年度清算にて返還）

（平成９年度）保険税引き上げ

　　　　 ○桂川町国民健康保険財政状況について … 保険環境課 医療介護保険係　☎６５・１０９７
　　　　 ○国民健康保険税額について … 税務課 税務係　☎６５・１０７６
問合先

＊

　また、病気の早期発見、早期治療を心
がけましょう。
　皆さまの意識と実行力が、健康をもた
らし、国保財政の健全化にもつながりま
すので、ご協力をよろしくお願いします。

～被保険者の皆さまへのお願い～
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　町政トピックス

2
平成 27 年度狂犬病予防集団注射

１年に１度は狂犬病予防注射を

今年も下記の日程で狂犬病予防集団注射を行います。
犬の飼い主には、犬の登録（生涯１回）・狂犬病予防注射（毎年１回）

が狂犬病予防法により義務付けられており、違反をした場合には２０万円以
下の罰金となります。
　現在、犬の登録をしている方には問診票を送付しますので、問診票に必要
事項を記入・持参の上、都合のよい会場で予防注射を受けてください。
　なお、現在登録をしていない犬も、当日に登録・注射をすることができま
すので、参加をよろしくお願いします。

【費　用】登録済の犬　　3,150 円（注射代のみ）
　　　　　新規登録の犬　6,150 円（登録料 3,000 円＋注射代 3,150 円）

場　所 時　間

午前

吉隈一公民館 9:15 ～ 9:30

天道公民館 9:40 ～ 9:55

瀬戸公民館 10:05 ～ 10:15

王塚装飾古墳館
（寿命公民館から変更）

10:25 ～ 10:40

豆田公民館 10:50 ～ 11:05

第一豆田集会所 11:15 ～ 11:25

土居二集会所 11:35 ～ 11:50

午後

内山田公民館 13:05 ～ 13:10

平山研修所 13:20 ～ 13:45

土師コミュニティセンター 13:55 ～ 14:15

二反田団地集会所 14:20 ～ 14:35

椿団地集会所 14:45 ～ 14:55

九郎丸公民館 15:00 ～ 15:15

場　所 時　間

午前

吉隈二集会所 9:15 ～ 9:25

弥栄公民館 9:30 ～ 9:40

吉隈団地集会所
（吉隈郵便局前）

9:50 ～ 10:05

笹尾一公民館 10:15 ～ 10:25

土師六公民館 10:35 ～ 10:45

全天候型ゲートボール場
駐車場 10:55 ～ 11:20

桂川町武道場前
（旧勤労者体育センター）

11:30 ～ 11:50

※この日程以外でも、お近くの動物病院で犬の登録と狂犬病予
防注射を受けることができます。日曜日に開院している病院も
あります。詳しくは各病院にお問い合わせください

※寿命公民館から王塚装飾古墳館に場所が変更となっています
のでご注意ください

犬
だ
け
の
病
気
で
は
な
い

「
狂
犬
病
」
と
は
…

　

狂
犬
病
は
、
毎
年
世
界
中

で
約
５
万
人
の
死
者
を
出

し
て
い
る
恐
ろ
し
い
病
気

で
、
人
や
犬
が
発
症
し
た
場

合
の
致
死
率
は
99
％
以
上

で
、
確
立
さ
れ
た
治
療
法
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
は
昭
和
32
年
を

最
後
に
約
50
年
間
、
国
内
で

の
狂
犬
病
の
発
生
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
平
成
25
年
に
台

湾
で
52
年
ぶ
り
に
狂
犬
病

が
発
生
し
て
お
り
、
い
つ
ま

た
日
本
で
発
生
す
る
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

す
べ
て
の
犬
が
予
防
注

射
を
接
種
し
て
い
れ
ば
、
国

内
で
の
流
行
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
予
防
注

射
は
犬
だ
け
で
は
な
く
人

の
命
も
守
り
ま
す
。

　

大
切
な
愛
犬
と
家
族
を

守
る
た
め
に
、
年
に
１
回
の

予
防
注
射
の
接
種
を
お
願

い
し
ま
す
。

平成27年度 狂犬病予防集団注射 日程表

桂
川
町
役
場 

☎
６
５
・
１
１
０
０
（
代
表
） 

FAX 

６
５
・
３
４
２
４

町
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

○ 

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

詳
し
く
は
、
税
務
課
収
納
対
策

室
（
☎
６
５
・
１
０
７
６
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
月
の
納
税
期
限

水
道
修
繕
当
番

内 訳 前月比 前年比

人 口 13,984 人 - 8 - 81

男 性 6,605 人 0 - 13

女 性 7,379 人 - 8  - 68

世帯数 6,260 戸  13  42

（平成 27 年 1 月末現在）

人
の
う
ご
き

≫
 

３
月

福
沢
水
道
設
備
店
☎
６
５
・
１
１
７
２

オ
ガ
タ
ス
住
設
☎
６
５
・
５
５
７
６

≫
 

国
民
健
康
保
険
税

第
10
期
分

≫
 

４
月

谷

口

住

設
☎
６
５
・
３
２
５
３

福
豊
設
備
工
業
☎
７
２
・
０
７
１
４

1
廃車の手続きは 3 月 31 日までに

軽自動車等の登録・廃車手続き

【登録時に必要な書類一覧】　●…必要　▲…どちらか一方が必要

申請の内容 販売
証明書

廃車申告
受付書

譲渡
証明書

ナンバー
プレート

標識交付
証明書 印鑑 身分

証明書

購入時 ● ● ●

譲り受け時
廃車手続済 ▲ ● ●

未廃車 ● ● ● ● ●

転入時
廃車手続済 ● ● ●

未廃車 ● ● ● ●

【譲渡・転出・廃車時に必要な書類一覧】　●…必要

申請の内容 盗難届
受理番号

ナンバー
プレート

標識交付
証明書 印鑑 身分

証明書

盗難にあったとき ● ● ● ●

転出するとき ● ● ● ●

譲渡または廃棄するとき ● ● ● ●

※盗難による廃車の場合は、必ず警察署に盗難届けを提出してください
※「転出するとき」の手続きは転入先でも可能です
※ナンバープレートがない場合、標識弁償金（150 円）が必要です

軽自動車等の登録・廃車手続きなどの手続先・必要書類

車種 手続先 問合先

軽自動車 軽自動車検査協会 ☎０５０・３８１６・１７５３

125cc を超え
250cc 以下のバイク 全国軽自動車協会連合会 ☎８２・１００８

二輪の小型自動車
（250cc を超えるバイク）

九州運輸局福岡運輸支局 ☎０５０・５５４０・２０８０

桂川町ナンバーの場合

筑豊ナンバーの場合

⇒各手続先にお問い合わせください。

軽自動車税は、主な定置場で４月１日現在所有している人にかかり、譲渡や廃棄をしても、廃車の手続き
をしないと税金が毎年かかります。また、転出する際は住所変更の手続きが必要です。

問合先　 税務課 税務係　☎６５・１０７６問合先　 保険環境課 生活環境係　☎６５・１０９７

【４月７日㈫】 【４月８日㈬】

⇒役場税務課で手続きできます。
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未来ちゃん情報局
王塚装飾古墳館のマスコットキャラクター　未来ちゃん

◆ 税務課 税務係 お知らせ

平
成
27
年
度

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿 

を
公
開
し
ま
す

　

同
一
区
域
内
の
他
の
資
産
の
価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
る
「
土
地
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
定
資
産
税
を
納
税
し
て
い
る
人
が
縦

覧
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
自
己
の
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
が
他
の
資
産
と
比
較
し
て
適

正
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

【
縦
覧
期
間
】
４
月
１
日
～
6
月
１
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

【
縦
覧
場
所
】
税
務
課 

税
務
係

【
縦
覧
で
き
る
人
】
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

問
合
先
　 
税
務
課 

税
務
係
　
☎
６
５
・
１
０
７
６

◆ 保険環境課 医療介護保険係 お知らせ

平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
対
象

子
ど
も
医
療
証 

を
郵
送
し
ま
す

　

平
成
27
年
４
月
以
降
に
使
用
で
き
る
子
ど
も
医
療
証

を
３
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

【
郵
送
対
象
】

　

○
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

○
有
効
期
限
が
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
乳
幼
児
医
療
証  

　
　
（
子
ど
も
医
療
証
）
を
持
っ
て
い
る

【
新
規
申
請
】
桂
川
町
子
ど
も
医
療
の
対
象
で
、
子
ど
も
医
療
証
を
持
っ
て
い

　

な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
※
期
限
が
平
成
27
年
３
月
31
日
以
降
と
な
っ
て
い
る
乳
幼
児
医
療
証
（
子
ど
も
医
療
証
）

　
　

は
、
そ
の
期
限
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。
期
限
が
近
く
な
っ
た
際
、
新
し
い
子
ど
も
医

　
　

療
証
を
郵
送
し
ま
す

申
請
・
問
合
先　

 

保
険
環
境
課 

医
療
介
護
保
険
係　

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
６
５
・
１
０
９
７

◆ 水道課 水道係 お知らせ

水
道
業
者
が
伺
っ
た
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換 

を
行
い
ま
す

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
で
８
年
間
の
使
用
期
限
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

桂
川
町
で
は
、期
限
を
迎
え
る
も
の
は
新
し
い
水
道
メ
ー
タ
ー
に
交
換
し
ま
す
。

【
交
換
時
期
】
毎
月
中
旬
～
下
旬

【
交
換
費
用
】
無
料

【
交
換
に
伺
う
水
道
業
者
】

　

○
谷
口
住
設　

○
有
限
会
社
福
岡
設
備　

○
福
沢
水
道　

○
オ
ガ
タ
ス
住
設

【
交
換
に
つ
い
て
】

　

○
声
を
か
け
て
か
ら
交
換
作
業
を
行
い
ま
す

　

○
不
在
の
場
合
で
も
作
業
を
行
い
、
作
業
後
に
通
知
文
書
を
投
函
し
ま
す

　

○
作
業
時
間
は
10
分
ほ
ど
で
す
が
、
作
業
中
は
水
道
が
利
用
で
き
ま
せ
ん

問
合
先　

 

水
道
課 

水
道
係　

☎
６
５
・
３
２
４
１

対象年齢 6 歳に達する日以降の 3 月 31 日まで

自己負担額 自己負担なし

対象要件
○医療保険に加入している
○生活保護法による保護を受けていない

対象年齢
6 歳に達する日以降の最初の 4 月 1 日～
15 歳に達する日以降の最初の 3 月 31 日

対象要件

○医療保険に加入している
○生活保護法による保護を受けていない
○重度障害者医療およびひとり親家庭等医
　療対象者でない

自己負担額

通院 … 600 円／月（上限）
入院 … 500 円／日（3,500 円／月）
※通院は、９歳に達する日以降の最初の
3 月 31 日までが対象

桂川町子ども医療について

桂川町では子どもの医療費について、下記のとおり拡大
して助成を行っています。

【子ども医療（乳幼児）の場合（小学校就学前）】

【子ども医療の場合（小学校就学後）】

※６歳に達する日以降の４月１日からは、重度障害者医療お
よびひとり親家庭等医療が優先されます。

SAMPLE

◆ 社会教育課 社会教育係 募　集

60
歳
を
超
え
た
今
、
新
し
い
こ
と
を
学
び
ま
せ
ん
か

こ
と
ぶ
き
大
学
講
座 

受
講
生
募
集

　

こ
と
ぶ
き
大
学
で
は
、
み
な
さ
ん
の
仲
間
づ
く
り
や

社
会
参
加
を
目
的
と
し
た
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

【
日　

時
】
５
月
～
平
成
28
年
２
月
ま
で
の
第
３
火
曜
日

　
　
　
　
　

12
時
30
分
～
15
時
10
分

【
対
象
者
】
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）

【
定　

員
】
①
園
芸
45
人
　
②
習
字
25
人
（
初
心
者
コ
ー
ス
あ
り
）

　
　
　　
③
民
謡
40
人

【
単
発
講
座
に
つ
い
て
】
右
記
の
講
座
受
講
生
を
対
象
と
し
た
陶
芸
・
手
芸
・

　

籐
手
芸
の
単
発
講
座
あ
り
。
募
集
は
講
座
内
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
そ
の
他
】
教
材
費
負
担
あ
り
。
４
月
１
日
㈬
～
24
日
㈮
の
間
に
申
込
書
に
各

講
座
の
教
材
費
を
添
え
て
住
民
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
先
　 

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係
（
桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　 

☎
６
５
・
２
０
０
７

◆ 桂川町体育協会 募　集

第
10
回 

ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

【
日　

時
】
３
月
29
日
㈰　

９
時
～
（
開
会
式
）

【
場　

所
】
桂
川
町
総
合
体
育
館

【
参
加
料
】
１
，０
０
０
円
／
１
人
１
種
目

【
そ
の
他
】
３
月
19
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
み
。
種
目
・
競
技
規
則
な
ど
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
先　

 

桂
川
町
体
育
協
会
（
桂
川
町
総
合
体
育
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　 

☎
６
５
・
５
１
４
５

◆ 社会教育課 社会体育係 募　集

体
を
動
か
す
習
慣
が
年
間
を
通
し
て
身
に
付
き
ま
す

健
康
体
操
教
室
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室 

参
加
者
募
集

【
場　

所
】
桂
川
町
総
合
体
育
館

【
参
加
費
】
１
０
０
円
／
１
回

【
持
参
品
】
運
動
で
き
る
服
装
・
屋
内
用
の
靴
・
タ
オ
ル
・
マ
ッ
ト
・
水
筒

【
募
集
期
間
】
３
月
24
日
㈫
～
４
月
3
日
㈮
（
定
員
各
40
人
）

申
込
・
問
合
先　

 

社
会
教
育
課 

社
会
体
育
係
（
桂
川
町
総
合
体
育
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
６
５
・
５
１
４
５

○
健
康
体
操
教
室

　

若
い
方
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
手
軽
に
で
き
る
健
康
体
操
教
室
で
す
。

【
日　

時
】
４
月
９
日
～
平
成
28
年
３
月
24
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

【
対　

象
】
町
内
在
住
の
女
性

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

桂川町高齢者福祉計画（案）
に関する意見を募集します

平成 27～29 年度の計画策定に
あたり、町民の皆さまからの
意見を募集します。

【公表資料】
桂川町第６期高齢者福祉計画
原案

【資料設置場所】
○町ホームページ　
○役場庁舎（玄関ホール）
○総合福祉センター「ひまわ
　りの里」

【意見募集期間】
３月６日㈮～ 17 日㈫

【提出・問合先】
健康福祉課 高齢者・女性係

（総合福祉センター「ひまわりの里」
☎６５・０００１

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

ま
ず
は
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。
健
康
講
話
も
あ
り
ま
す
。

【
日　

時
】
４
月
７
日
～
平
成
28
年
３
月
29
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時

【
対　

象
】
町
内
在
住
の
人
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暮
ら
し
の
情
報

暮らし の 情報

　

ｋ
ｍ
、
４
ｋ
ｍ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
の

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
コ
ー
ス
途
中
に
は
ク

　

イ
ズ
な
ど

対　

象　

糖
尿
病
患
者
と
そ
の
家
族
・
友

　

人
な
ど

そ
の
他　

参
加
費
２
０
０
円
。
要
申
込

申
込
・
問
合
先　

第
14
回
筑
豊
糖
尿
病

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
事
務
局
（
嘉
麻
市
健
康

課
健
康
推
進
係
）　

☎
５
３
・
１
１
０
４

日　

時　

３
月
17
日
㈫　

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

内　

容　

講
演
①
「『
よ
く
わ
か
る
！
脂

　

質
異
常
症
』
～
脂
質
異
常
症
の
基
礎
知

　

識
と
予
防
法
～
」、
講
演
②
「
地
域
包

　

括
ケ
ア
に
つ
い
て
」

そ
の
他　

初
め
て
参
加
す
る
人
は
３
月
13 

　

日
㈮
ま
で
に
要
申
込

地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
と
は　

①
自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
、
②
医
療
機

関
と
上
手
に
付
き
合
う
と
い
う
２
つ
の

視
点
で
自
ら
行
動
し
、
周
囲
に
そ
の
地

域
を
伝
え
る
方
を
「
地
域
医
療
サ
ポ
ー

タ
ー
」と
し
て
独
自
に
認
定
す
る
制
度
。

２
カ
月
に
１
回
講
座
を
実
施

申
込
・
問
合
先　

飯
塚
病
院 

マ
ー
ケ
テ
ィ

　

ン
グ
・
広
報
課　

☎
２
９
・
８
８
９
２

日　

時　

３
月
22
日
㈰　

10
時
～
11
時

場　

所　

住
民
セ
ン
タ
ー 
視
聴
覚
室

そ
の
他　

農
園
に
移
動
す
る
た
め
、
汚
れ

　

て
も
い
い
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い

嘉
穂
体
験
農
園
と
は　

有
機
栽
培
農
家
に

教
わ
り
な
が
ら
野
菜
作
り
を
体
験
す

る
「
菜
園
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
で

す
。
１
人
約
30
㎡
の
区
画
で
、
年
間
を

通
じ
て
約
50
種
類
の
野
菜
の
種
ま
き
か

ら
収
穫
ま
で
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
期
間
＝
３
月
～
平
成
28
年

２
月
。
場
所
＝
九
郎
丸
。
年
会
費
＝

４
５
，０
０
０
円

問
合
先　

嘉
穂
体
験
農
園

　

☎
０
９
０
・
７
５
３
９
・
３
７
１
５

　
　

http://blo
g.kaho

taiken.bo
y.jp

日　

時　

４
月
19
日
㈰ 

９
時
～
13
時
40
分

場　

所　

県
営
筑
豊
緑
地
（
飯
塚
市
）

内　

容　

糖
尿
病
患
者
会
の
方
々
と
２ 

特
に
記
述
の
な
い
場
合
、
参
加
費
や
申

込
み
は
不
要
で
す

催
し
・
募
集

嘉
穂
体
験
農
園 

入
園
者
説
明
会

九州電力から情報提供のお願い

カラス営巣の発見にご協力を

毎年２月から５月はカラスの営巣時期となっており、
カラスの巣が原因で停電事故が発生しています。
皆さまのお住まいの地域で電柱にカラスの巣を見かけ
ましたら、ご連絡をお願いします。

【問合先】九州電力㈱飯塚営業所 設備管理グループ
　　　　　☎０１２０・９８６・１０４

TOPIC

日　

時　

３
月
19
日
㈭　

４
月
16
日
㈭　

　

５
月
21
日
㈭　

13
時
～
16
時

場　

所　

桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー 

研
修
室

内　

容　
町
民
を
対
象
と
し
た
弁
護
士
に

　

よ
る
法
律
相
談
（
１
人
30
分
）

そ
の
他　
前
日
ま
で
に
要
予
約（
先
着
６
人
）

予
約
・
問
合
先　

桂
川
町
役
場 

総
務
課 

　

庶
務
係　

☎
６
５
・
１
１
０
０

第
一
次
試
験
日　

６
月
７
日
㈰

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
13
日
㈪

　
※
郵
送
・
持
参
の
場
合
は
４
月
２
日
㈭
ま
で

問
合
先　

飯
塚
税
務
署 

総
務
課

　

☎
２
２
・
６
７
１
０

　
　

http://w
w

w
.nta.go.jp

HP筑
豊
糖
尿
病
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

各
種
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
相
談
・
法
律

無
料
法
律
相
談

国
税
専
門
官
採
用
試
験

雇
用
・
試
験

HP

➡➡➡ Pick Up

ホストファミリー を募集します

桂川ライオンズクラブでは、海外の 15 ～ 21 歳
の若者たちを受け入れていただけるホストファミ
リーを募集しています。国際交流に興味のある方
はお気軽にお問い合わせください。

【受入時期】7 ～ 12 月の間の 2 ～ 3 週間
【問合先】桂川ライオンズクラブ 事務局
　　　　　☎６５・５４１３

防犯・防災情報

110 番は緊急電話　相談ごとは #9110安全を見守る
自主防災組織内の連携も確認

桂川町総合防災訓練 防災

　2 月 8 日㈰、土師一公民館で、第三防災区を中心と
した自主防災組織役員や地元住民、消防団など総勢
150 名が参加し、平成 26 年度桂川町総合防災訓練が
実施されました。
　昨年 8 月に発生した広島市の土砂災害を教訓として
土師一・内山田地区に土砂災害発生の危険が高まった
との想定の下、避難勧告の発令および伝達訓練や、土
砂崩れにより住宅が土砂に埋まったり、消防団による
救助活動を行ったりする時の二次災害防止のための、
土のう作成・土のう積み訓練や、土砂埋没家屋からの
行方不明者捜索・救助訓練が行われました。

防火ポスター展開催
　飯塚市、嘉麻市、桂川町 36 校の小学六年生を対象
に防火ポスターを募集した「第６回防火ポスターコン
クール」が開催されました。
　最優秀賞、優秀賞、優良賞、入選に選ばれた計 64 作
品が、春季火災予防運動の一環として展示されます。

【期　日】3 月 1 日㈰～３月９日㈪
【場　所】イオン穂波店（飯塚市）１階ふれあい広場

地震への備えを忘れずに
　2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分東北地方を震源とす
るマグニチュード９という予想をはるかに超えた大地
震から 4 年が経ちました。
　地震が起きた時の初期対応や避難場所や防災用品の
もう一度確認をしておきましょう。

普通救命講習のお知らせ
【日　時】３月 15 日㈰
【場　所】飯塚市防災センター
【その他】参加費無料。３月８日㈰までに要申込
　　　　（定員 50 人程度）

【申込・問合先】山田消防署 救急係 ☎５２・１２８５

桂川消防署　☎６５・０３２１

119 消防だより 
桂川

消防署

春の火災予防運動 ３月１日㈰～７日㈯
　この時期はまだまだ暖房器具を使うことが多く、空
気も乾燥しているため、火災の危険性が高くなります。
火気の使用には細心の注意を払いましょう。
　最近では石油ストーブより電気ストーブ使用時の火
災が増えているため、正しい使用方法をもう一度確認
しましょう。

【電気ストーブ使用時の注意点】
○就寝時や外出時は必ず電源を切り、
　電源プラグをコンセントから抜く
○布団やカーテンなど可燃物の近くで使用しない
○洗濯物や衣類等を器具の上に干したりしない

平成26年度 全国統一防火標語

　　もういいかい
　　　　　　火を消すまでは
　　　　　　　　　　　　まあだだよ

　また、この訓練では福岡県が取り組む「特色ある自
主防災組織育成強化事業」の一環として、昨年 11 月
に開催された災害救援コーディネータ伊

これながつとむ

永勉氏による
桂川町防災講演会に続き、自主防災組織の実動訓練も
実施されました。
　一次避難所開設や、自主防災組織内での情報伝達訓
練、地元住民のよる災害時要支援者避難訓練、桂川消
防署員が講師となって「災害時あわてないために」と
題した応急救護訓練などを行いました。
　訓練当日は、みぞれまじりの小雨降る大変寒い中に
も関わらず、参加者は実際に土砂災害が発生したかの
ように、真剣に訓練に臨み、大変充実した訓練となり
ました。
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図書館カレンダー  　

■：休館日 　○：ミニミニおはなし会（14 時～）
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新
着
図
書 

一
部
紹
介

【
一
般
書
】

　

▼
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ａ

椎
名
誠
／
著　

者

株
式
会
社 

文
藝
春
秋
／
発
行
所

　

▼
御
松
茸
騒
動

　

朝
井
ま
か
て
／
著　

者

株
式
会
社 

徳
間
書
店
／
発
行
所

　

▼
い
つ
か
来
た
町

　

東
直
子
／
著　

者

株
式
会
社 

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
／
発
行
所

　

▼
錦
織
圭 

マ
イ
ケ
ル
・
チ
ャ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
ん
だ
勝
者
の
思
考

　

児
玉
光
雄
／
著　

者

株
式
会
社 

楓
書
店
／
発
行
所

　

▼
初
め
て
の
お
も
て
な
し
レ
ッ
ス
ン

　

山
本
侑
貴
子
／
著　

者

株
式
会
社 

講
談
社
／
発
行
所

【
児
童
書
】

　

▼
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
ク
イ
ズ
王

　

原
ゆ
た
か
／
著　

者

株
式
会
社 

ポ
プ
ラ
社
／
発
行
所

　

▼
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

い
か
が
で
す
か
レ
ー
タ
ー

　

丸
山 

誠
司
／　

作　

絵
本
館
／
発　

行

　

▼
ゆ
め
み
の
駅　

遺
失
物
係

　

安
東
み
き
え
／
著　

者

株
式
会
社 

ポ
プ
ラ
社
／
発
行
所

　

図
書
館
だ
よ
り

３
月
号

桂川町立図書館
☎６５・４９４６

【開館時間】
平　日：９時 30 分 ～ 18 時 30 分
日曜日：９時 30 分 ～ 17 時

「
春
の
お
は
な
し
会
」
開
催

　

桂
川
町
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や
図
書

館
司
書
に
よ
る
、
明
る
く
楽
し
い
「
お
は
な

し
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

た
く
さ
ん
の
絵
本
や
紙
芝
居
に
囲
ま
れ
た

図
書
館
で
、
素
敵
な
世
界
へ
一
緒
に
行
き
ま

せ
ん
か
。

　

か
わ
い
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
、
皆

さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
4
月
25
日
㈯　

14
時
～
16
時

【
場　

所
】
桂
川
町
立
図
書
館

【
内　

容
】
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居

　

絵
画
教
室
と
絵
手
紙
展
示

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
会
（
代
表 

大
野
円
さ
ん
）
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、
絵
画
と
絵
手
紙
の
作
品

展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
心
温
ま
る
手
描
き
の

作
品
の
数
々
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、

絵
手
紙
の
体
験
教
室
も
あ
り
ま
す
。

【
日　

時
】
4
月
7
日
㈫
～
4
月
19
日
㈰

　
※
19
日
㈰
は
16
時
30
分
ま
で

【
場　

所
】
桂
川
町
立
図
書
館

【
体
験
教
室
】
４
月
11
日
㈯

　

○
午
前
の
部　

10
時
～
11
時
30
分

　

○
午
後
の
部　

13
時
30
分
～
15
時

　
　
（
予
約
・
参
加
費
不
要
）

古
典
文
学
講
座 

の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
５
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
計
8

回
に
わ
た
る
「
古
典
文
学
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。
講
師
に
は
、
元
図
書
館
館
長
の

有あ
り
ま
ひ
で
と
し

馬
英
俊
氏
を
お
招
き
し
、
奥
深
い
古
典
文

学
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
学
ぶ
も
の
で
す
。

【
日　

時
】
５
月
～
12
月
の
毎
月
第
２
土
曜

　

日
（
全
８
回
）　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場　

所
】
住
民
セ
ン
タ
ー 

視
聴
覚
室

【
内　

容
】
宇う

じ治
拾し

ゅ
う
い遺
物も

の
が
た
り語

【
対　

象
】
主
に
桂
川
町
在
住
の
高
校
生
以

　

上
（
原
則
す
べ
て
の
日
程
に
参
加
で
き
る
人
）

【
そ
の
他
】
受
講
料
無
料
。
４
月
14
日
㈫
ま

　

で
に
申
込
（
電
話
申
込
可
・
定
員
40
人
程
度
・

　
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

組み木の雛まつり展

▲

心
温
ま
る
組
み
木
は
、
桂
川
町
在
住

の
太
田
雅
之
さ
ん
の
作
品
。

▲

▲

ラベンダーの
会会員が作成した
絵手紙。

３月は
「自殺対策予防月間」です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けんこうサポート 【申込・問合先】健康福祉課 ☎６５・０００１
　　　　　　　（総合福祉センター「ひまわりの里」）

　小学六年生の二種混合予防接種（ジフテリア・
破傷風）の助成期間は３月 31 日までです。
　予防接種は助成期間を過ぎると実費になるので
ご注意ください。

二種混合予防接種
予防接種

元気腎（人）の会 のご案内
予防接種

　平成 27 年度がん検診の「検診票の事前送付の手

続書」を４月上旬に郵送します。
　必要事項を記入し、同封の返信用封筒で返信する
と検診前に検診票が届きます。スムーズな受診のた
めにぜひご活用ください。
　詳しくは同封の説明書をご覧ください。

今回の「検診票の事前送付の手続」は予約ではあり
ません。受診するには予約期間中に「受診日の予約」

が必要です。詳しくは同封チラシをご覧ください。

検診票の事前送付の手続き
がん検診 平成 27 年度がん検診ジフテリア・破傷風

対象生年月日 無料対象期間

小学校六年生
（11 ～ 12 歳）

3 月 31 日まで

二種混合予防接種 対象者

　憂鬱な気持ちが２週間以上続く場合、「うつ病の可能性」があります。
○うつ病は年齢に関わらず一生のうちに 10～ 15 人に１人がかかると言われています。
○引越しや結婚、離婚、失業、病気、家族の死などがきっかけになることがあります。
○几帳面すぎるなどの性格的な要素や、子どもの頃の出来事なども関係していると言われています。

＜こころにあらわれやすい変化＞ ＜からだにあらわれやすい変化＞ うつ病に
かかったときは

・憂鬱な気分、気分が沈む

・何事にも興味がわかず楽しめない

・不安、イライラする

・「しなければ」と思うがおっくう

・集中力や思考力が低下する

・自分を責め、自分は価値がないと感じる

・「死にたい」という考えが浮かぶ

・疲れやすくだるい

・よく眠れない、朝早く目が覚める

・食欲がない、おいしいと感じない

・首や肩がこる

・頭が重い、痛い

・おなかの調子が悪い

・胸がドキドキする

○医療機関を受診し、
こころもからだも
ゆっくり休ませま
しょう

○重大な決定は先延ば
しにしましょう

＜家族が気づきやすい変化＞ ＜職場の人が気づきやすい変化＞ 周りの人が
できること

・「疲れた」「だるい」とよく訴える

・表情が暗く元気がない

・涙もろくなった

・動きが遅くなった、口数が減った

・ソワソワして落ち着きがない

・外出や友人との交流が減った

・飲酒の量が増えた

・家事や育児ができない

・作業が遅くなった、能率がおちた

・仕事のミスが増えた

・遅刻や早退、欠勤が増えた

・コミュニケーションを避けがちになった

・大切な決断や判断ができなくなった

○「励まし」よりも、
ゆっくりと見守って
いきましょう

○「死にたい」と打ち
明けられたら、気持
ちを丁寧に受け止め
てください。一人に
せず医療機関の受診
を勧めてください。

【相談先】○こころの電話 筑豊　☎２９・２５００　　

　　　　　○ふくおか自殺予防ホットライン　☎０９２・５９２・０７８３

【自分で気づくサイン】

【周りの人が気づくサイン】

「いつもと違うな」にご用心 ～うつ病について～
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学校の“今”を発信！　連載「教育情報　桂川っ子」
【問合先】桂川町教育委員会　☎ 65・1149

教
育
情
報

の
も
、
家
庭
・
地
域
・
教
育
委
員
会
・
町
議

会
な
ど
皆
さ
ま
の
ご
声
援
の
た
ま
も
の
だ
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
学
校
は
、
精
一
杯
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

学
校
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

桂
川
東
小
学
校　
　
　
　
　
　

校
長　

西
園 

浩
一

　

先
日
、
朝
の
全
校
集
会
で
、
六
年
生
の
委

員
長
さ
ん
た
ち
が
、
一
年
間
の
お
礼
と
と
も

に
、
自
分
自
身
が
成
長
し
た
と
こ
ろ
と
中
学

生
に
な
っ
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
六
年
生
が
と
て
も

頼
も
し
く
見
え
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
新
六
年
生
を
新

し
い
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
鍛
え
、
成
長
を
促
す

期
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
児
童
会
活
動
を
通
し
、
縦
割

り
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高

学
年
の
「
リ
ー
ダ
ー
性
」、「
思
い
や
り
」
を

育
て
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
六
年
生
一
人
ひ

と
り
が
主
体
と
な
っ
て
考
え
、
活
躍
で
き
る

場
を
縦
割
り
活
動
等
の
異
年
齢
交
流
の
中
で

設
定
し
、子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
育
成
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
機
関
車
は
六
年
生
で
す
。
学
校
全

体
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

こ
と
が
、
常
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

 
①
運
動
会

　

応
援
団
長
・
係
活
動
・
行
進
の
鼓
笛
な
ど

自
分
た
ち
の
競
技
の
練
習
も
こ
な
し
な
が
ら
、

中
心
と
な
っ
て
運
動
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
期
間
で
作
り
上
げ
る
に
は
、
体

力
も
気
力
も
必
要
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

「
立
志
式
」
に
よ
せ
て
…

桂
川
中
学
校　
　
　
　
　
　

校
長　

安
永 

保
之

　　

２
月
７
日
の
土
曜
授
業
で
、
桂
川
中
学
校

二
年
生
が
、第
４
回
立
志
式
を
住
民
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
、
町
議
会
文

教
厚
生
委
員
会
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
見
守

る
中
、
一
人
ひ
と
り
が
飾
り
の
な
い
自
分
の

言
葉
で
、
こ
れ
か
ら
の
決
意
・
覚
悟
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、「
将
来
の
夢
」「
こ
れ
か
ら
の
自

分
」「
三
年
生
に
向
け
て
の
目
標
」「
自
立
す

る
こ
と
」
な
ど
。
こ
れ
は
、
道
徳
・
特
別
活

動
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
な
か
で
の
、体
験
学
習
・

調
べ
学
習
、
聞
き
取
り
学
習
な
ど
を
も
と
に
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
進
路
・
生
き
方
を
考
え

た
こ
と
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
発
表
ま
で

に
は
、
何
回
も
原
稿
を
修
正
し
、
繰
り
返
し

練
習
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
後
に
生
徒
か
ら
感
想
を
聞
き
ま
し
た

ら
、「
や
り
と
げ
た
！
」
で
す
。
校
長
と
し
て
、

も
う
す
ぐ
中
学
三
年
生
に
な
る
二
年
生
の
成

長
を
実
感
し
ま
し
た
。
生
徒
の
「
志
と
自
尊

感
情
」
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
課
題
は
ま
だ

ま
だ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
今
の
成
長
が
あ
る

「
桂
川
っ
子
」
の
文
字
は
、

桂
川
中
学
校
美
術
部
員
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

VOL.81

ぐ
ん
と
成
長
し
、
お
手
本
に
な
り
ま
し
た
。

②
桂
東
文
化
祭

　

児
童
会
主
催
の
文
化
祭
で
す
。「
王
塚
太
鼓
」

の
稽
古
に
励
み
な
が
ら
、
会
全
体
の
計
画
・

運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

③
縦
割
り
活
動

　

全
校
に
18
あ
る
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
下
級
生
を
ま
と
め
、
毎
日
の

掃
除
や
運
動
会
の
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
低
学
年
の

子
ど
も
た
ち
に
頼
ら
れ
た
り
、「
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
り
す
る
経
験
を

重
ね
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
実
感
と
自
覚

を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

次
年
度
も
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲

第
４
回
立
志
式
の
様
子
。

【
人
権
に
関
す
る
啓
発
冊
子
の
紹
介
】

　　

桂
川
町
人
権
・
同
和
問
題
協
議
会
で
は
、
今
年
度
の
様
々
な
人
権
に

関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
一
年
間
の
取
り
組
み
を
、

啓
発
冊
子
「
け
い
か
ん
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

７
月
に
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
笠か
さ
い
し
ん
す
け

井
信
輔
さ
ん
を
講
師
と
し

て
招
き
『
人
と
し
て
、
報
道
人
と
し
て
～
震
災
報
道
の
裏
側
と
人
権
』

と
題
し
て
開
催
し
た
人
権
講
演
会
を
は
じ
め
、
桂
川
町
役
場
前
な
ど
町

内
５
カ
所
で
行
っ
た
街
頭
啓
発
、
そ
し
て
10
月
に
ビ
デ
オ
『
家
庭
の
中

の
人
権 

生
ま
れ
来
る
子
へ
』
を
視
聴
し
、
み
な
さ
ん
で
人
権
に
つ
い

て
懇
談
し
て
い
た
だ
い
た
人
権
・
同
和
問
題
地
域
懇
談
会
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
文
字
に
は
送

り
仮
名
も
つ
け
て
い
ま
す
。
各
戸
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

－人権だより－
vol.48

【
問
合
先
】　

桂
川
町
人
権
セ
ン
タ
ー
（
旧
桂
川
町
隣
保
館
）
内

　
　
　
　
　
隣
保
・
人
権
同
和
教
育
係　

☎
６
５
・
１
１
８
７　

　
「
日
本
嵩す
う
ざ
ん山

少
林
拳
連
盟　

少
林
拳 

誠せ
い
ぶ
か
い

武
会 

桂
川
道
場
」
は
、
桂
川
町
で
活
動

を
続
け
る
少
林
拳
の
団
体
。
現
在
は
小
学

校
二
年
生
か
ら
中
学
校
一
年
生
の
子
ど
も

た
ち
が
鍛
錬
に
励
ん
で
い
る
。

　

代
表
の
手て
し
ま
か
ず
と
み

嶋
和
登
美
さ
ん
は
、
桂
川
で

指
導
を
始
め
て
６
年
目
。
少
林
拳
の
技
術

向
上
だ
け
に
限
ら
ず
「
人
生
で
く
じ
け
そ

う
に
な
っ
た
と
き
に
が
ん
ば
る
こ
と
が
で

き
る
、
粘
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
い
う

精
神
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
想

い
で
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

誠
武
会
に
所
属
す
る
吉よ
し
だ
り
ゅ
う
せ
い

田
琉
晟
く
ん

は
、
桂
川
小
学
校
に
通
う
六
年
生
。
昨
年

11
月
に
行
わ
れ
た
少
林
拳
選
手
権
大
会

で
、
最
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
た
。
小
学
生

か
ら
社
会
人
ま
で
、
参
加
し
た
約
３
０
０

人
の
頂
点
に
立
つ
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
吉
田
く
ん
は
「
が
ん
ば
っ
た
か
い
が

あ
っ
た
」
と
は
に
か
ん
だ
笑
顔
で
話
す
。

けいせんびと
～話題の人・団体～

少
林
拳
選
手
権
大
会
で
最
優
秀
選
手　

体
が
弱
く
、
強
く
な
り
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
少
林
拳
を
始
め
た
と
い
う
吉
田
く

ん
だ
が
、
始
め
た
頃
は
「
と
に
か
く
引
っ

込
み
思
案
だ
っ
た
」
と
手
嶋
さ
ん
は
振
り

返
る
。「
し
か
し
、
少
林
拳
を
続
け
て
い

く
う
ち
に
、
自
信
を
つ
け
て
い
き
、
今
で

は
下
級
生
を
指
導
す
る
ま
で
に
成
長
し
ま

し
た
」
と
目
を
細
め
る
。

　

吉
田
く
ん
に
少
林
拳
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
に
つ
い
て
聞
く
と
、「
少
林
拳
は
、

あ
い
さ
つ
や
言
葉
づ
か
い
な
ど
、
日
常
生

活
で
も
活い

か
せ
る
『
礼
』
を
た
く
さ
ん
学

べ
ま
す
」
と
話
す
。

　

中
学
生
に
な
っ
て
も
少
林
拳
を
続
け
て

い
く
と
い
う
吉
田
く
ん
。「
目
標
に
さ
れ

る
よ
う
な
指
導
者
に
な
っ
て
、
将
来
は
警

察
官
に
な
り
た
い
」
と
話
す
そ
の
眼
差
し

は
、
鋭
く
も
、
優
し
い
。

【
誠
武
会
に
つ
い
て
の
問
合
先
】

　

☎
６
５
・
０
０
１
９

日
々
の
鍛
錬
の
中
、

少
林
拳
を
通
じ
て
学
ぶ
「
礼
」

少林拳 誠武会 桂川道場
吉田 琉晟くん
Yoshida Ryusei（12 歳・土師七）

＊
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福岡県「ふくおか夢体験事業 in 桂川町」

元プロサッカー選手から
夢体験の指導

▲参加した子どもたちは、プロの練習に触れ、いつもとは違う眼差
しで真剣にサッカーに取り組みました。

　トップアスリートから指導を受けることができるサッ
カー教室が、桂川町総合グラウンドで行われ、小学生か
ら高校生までの子どもたち約 60 人が参加しました。
　講師は、現役時代Ｊリーグのサガン鳥栖やアビス
パ福岡に所属し、引退後は指導者として活躍する
三
み よ し た く じ

好拓児さん。ドリブルやパスの指導を行う中、「とに
かく練習。繰り返し練習することが大切」と訴えました。

1 / 17 土

土師老松神社 どんど焼き

立ち昇る炎に
一年の健康を願って

▲どんど焼きの炎を見守る参加者。

　土師老松神社で、氏
う じ こ

子の宮役員をはじめ、氏子総代
の方々によるどんど焼きが行われました。どんど焼き
は、正月に迎えた神様を再び天上へと送る行事で、全
国各地で行われています。
　この日は、古い御

お ふ だ

神札や門松、しめ縄などを焼き、
参加した人々は、立ち昇る炎を見守りながら五

ごこくほうじょう

穀豊穣
や無

むびょうそくさい

病息災などを願いました。

九州国立博物館 文化交流展室

王塚古墳の華麗な装飾が
立体映像でよみがえる

▲企画展示は３月 29 日㈰まで開催。
【問合先】九州国立博物館　☎０９２・９１８・２８０７

　九州国立博物館（太宰府市）の文化交流展室「進化
する博物館Ⅲ 最新技術でよみがえる装飾古墳」で、桂
川町の特別史跡「王塚古墳」を立体映像で体験できる
企画展示が開催されています。
　厚紙でできたゴーグル型のヘッドマウントディスプ
レイをのぞくと、王塚古墳の石室の様子を立体映像で
体験できるようになっています。

桂川幼稚園 給食体験

手を合わせて「いただきます！」
年長園児が給食を一足先に体験

▲初めての給食の感想を聞くと、ひまわり組の水
み ず の

野凛
り ん じ

司くんは、「お
いしかった。一年生になっても毎日食べられる！」と元気に答えて
くれました。

　１月から３月にかけて、桂川小学校で桂川幼稚園園
児の給食体験が行われています。
　この体験は、来年度４月に小学校入学を控えた桂川
幼稚園ひまわり組（年長児）が桂川小学校を訪れ、一
足先に給食を体験するもの。「いただきます！」という
声とともに温かい給食をおいしく食べるほか、食器の
配り方や片付け方などを学びます。

1 / 11 日

まちのわだい古代くん広場

広報に関するお問い合わせは…
総務課 広報電算係 　☎６５・１０８２

文化・芸術の広場

ピ
ン
ボ
ケ
会

ひ
か
ら
び
た
蛙
の
骸か
ら

を
幼
子
は
宝
の
よ
う
に
ポ
ッ
ケ
に
し
ま
う

井
上
あ
つ
子

博
多
よ
り
来
る
子
ら
、
久
留
米
よ
り
来
た
る
子
ら
病
院
の
夫
と
元
旦
を
祝ほ

ぐ
香
月
　
昭
子

柚
子
六
個
首
の
ま
は
り
に
集
ま
り
来
心
も
温
む
冬
至
風
呂
な
り

茂
手
木
こ
と
子

名
前
な
ど
忘
れ
て
い
い
よ
抱
き
つ
き
て
嬉
し
い
と
泣
く
施
設
の
義
姉
は
　原　

　
哲
子

送
迎
の
ド
ラ
イ
バ
ー
な
る
山（

山
本
さ
ん
）

さ
ん
に
手
を
引
か
れ
乗
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ

藤
川
ミ
ヤ
子

短

歌

会

矢
野
京
子 

選

（
十
二
月
例
会
）

大
庭
土
筆 

選

（
一
月
例
会
）

俳

句

会

特
選

室む
ろ

の
花
花か

ほ舗
に
明
る
さ
呼
び
込
み
て	

花
田
ム
ツ
子

室
咲
に
囲
ま
れ
嬰　やや
の
深ふ
か
ね
む眠
り	

摩
治
　
廣
子

本
選

小こ

正
月
納な
っ
と
う豆
混ま

ぜ
る
朝
の
音	

原
口
　
孝
子

寒か
ん
べ
に紅
や
鏡
の
顔
の
母
に
似
し	

野
上
マ
チ
子

室
咲
の
蘭ら
ん

の
大
鉢
婚こ
ん

の
座
に	

藤
田
　
昌
愁

3 月 生まれ お誕生日 おめでとう

編集 後記＊
Editorial Postscript

▲

今月号の特集は、昨年の４月から約半年間、桂中吹奏楽部に密着して取材
したものです。以前から桂中吹奏楽部が様々なイベントで演奏していたの
を目にしており、そのがんばりをぜひ知ってもらいたいという思いから、
取材を開始しました。14 年ぶりの金賞受賞という記念すべき年に取材で
きたのは、最高の巡り合わせだったと感じています。金賞を獲った瞬間は
私自身も本当に嬉しく、感動するあまり舞台上で賞状を受け取る坂本部長
の写真を撮り忘れるという失態も…。

▲

内容は音楽。聴覚が大きな部分を占める分野で、広報紙という視覚でしか
訴えようのない媒体を使い、どのように感動を伝えるかについて悩みなが
ら作成しました。彼らのがんばりと感動が、町民の皆さんに少しでも伝わ
れば幸いです。

▲

紙面だけでは伝わり切らなかった部分は、桂中吹奏楽部の演奏を実際に聴
くことで補っていただければと思います。今後、町のイベントなどで桂川
中学校吹奏楽部の演奏が行われる際は、ぜひ彼らのステージをじっくりと
お楽しみください。

▲

最後に、長きにわたり取材にご協力いただいた桂中吹奏楽部の生徒たち、
顧問の藤井先生と松宮先生、前顧問の岡本先生、保護者会や桂中吹奏楽部
OB の方々に、心からお礼を申し上げます。ありがとうございました。

（吉田翔平）

	「悲喜交々」 撮影 / 松隈 康徳

高
た か は し

橋 柊
しゅうせい

晴くん  2 歳
H25. ３. ３生（第一豆田）

いつも元気いっぱいの
柊くん☆これからも優しい
お兄ちゃんでいてね！

 笑顔の写真募集中！
◉対象 : 町内居住
　　　　満１歳から３歳まで
◉申込：持参またはメール

（データでの提出を推奨） 

◉締切：誕生月の前月 10 日
　　　　（4 月生まれは 3 月 10 日まで）

◉必要事項：名前（ふりがな）、性
別、生年月日、年齢、お子さ
んへのコメント（40 字以内）、
住所、連絡先

【提出先】総務課 広報電算係
　　　　　　　☎６５・１０８２
kohodensan@town.keisen.lg.jp

お詫びと訂正
広報けいせん２月号７ページ「軽自動車税の税負担の変化（自

家用・乗用の例）」の記事中「例④平成 27 年５月に中古車に買

い換えた場合」の図に誤りがありましたので、お詫びして訂正
します。

【誤】
（平成 28 年４月１日時の税負担）10,800 円／年

【正】
（平成 28 年４月１日時の税負担）7,200 円／年

⇒
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CALENDAR

平成 27 年 3 月行事カレンダー

【総合体育館開催】★ウォーキング教室（9:30 ～ 11:00） ★健康体操教室（14:00 ～ 15:30）

※ 在宅当番医は変更が多々ありますので、当日の新聞（筑豊版）でご確認ください。

K
E

ISEN  TO
W
N

　
行

事カ
レンダー

≫

３月

発行／桂川町役場　〒 820-0696 福岡県嘉穂郡桂川町大字土居 424-1 ☎ 0948（65）1082　●編集／総務課 広報電算係　●印刷／今心株式会社

＊

＊

町
長
室
か
ら

18
㈬

桂川小学校 卒業式
桂川小学校

桂川東小学校 卒業式
桂川東小学校

▽
総
合
防
災
訓
練
　
２
月
８
日
、
時
お
り
強

い
風
が
吹
き
、
冷
た
い
小
雨
が
降
り
し
き
る

寒
い
中
、
関
係
者
約
１
５
０
人
参
加
の
も
と

に
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
集
中
豪
雨
に
よ
り
大
雨
洪
水
警

報
が
発
令
さ
れ
、
土
師
一
地
区
の
10
世
帯
20

人
に
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
、

要
支
援
者
を
含
め
た
住
民
の
方
を
土
師
一
区

公
民
館
に
避
難
誘
導
す
る
と
と
も
に
、
崩
壊

し
た
家
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
救
助
作

業
や
土ど
の
う嚢
積
み
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
、
消
防
団
、
自
主
防
災
区

等
の
連
携
を
図
り
、
情
報
伝
達
、
救
助
活
動
、

避
難
誘
導
等
に
つ
い
て
、
方
法
や
手
順
を
確

認
し
な
が
ら
進
行
し
ま
し
た
。
悪
天
候
の
中
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

自
覚
し
、
迅
速
に
、
適
確
に
行
動
さ
れ
る
姿

を
見
て
大
変
心
強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

初
め
て
使
う
防
災
資
機
材
に
戸
惑
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、何
よ
り
も『
経
験
こ
そ
力
』

に
な
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
災

害
は
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
地

球
温
暖
化
に
伴
う
気
象
の
変
化
や
予
測
不
能

な
地
震
等
々
、
課
題
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
訓
練
を
機
会
に
、
何
よ
り
も
一
人

ひ
と
り
の
防
災
意
識
の
高
揚
こ
そ
が
大
切
で

あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
協
働
の
精
神

を
発
揮
し
な
が
ら
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

桂
川
町
長
　
井
上
利
一

≫

４月

3
㈫★ウォーキング教室

4
㈬

わんぱく教室（音楽）
　 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

1
㈰

【当番医】穂波整形外科医院
　 ☎ 25・0066（飯塚市太郎丸）
確定申告受付（平日に申告できない方）
　 9:00 ～ 16:30  役場 1 階 101 会議室　

26
㈭

心配ごと相談
　 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター
★健康体操教室

31
㈫★ウォーキング教室

5
㈰

【当番医】あそう内科クリニック
　 ☎ 29・1666（飯塚市楽市）

農産物直売所 
けいせん とれたて村
　お弁当・惣菜 販売中！

【と　き】毎週日曜日 ８時～ 12 時

【ところ】けいせん とれたて村販売所

【問合先】産業振興課 ☎６５・１１０６

21
㈯

◆春分の日
【当番医】内田外科内科医院
　 ☎ 65・2121（桂川町土居）

29
㈰

【当番医】青柳医院
　 ☎ 65・0013（桂川町土師）

15
㈰

【当番医】松口循環器科・内科
　 ☎ 26・0800（飯塚市楽市）

５
㈭

健幸づくりサポート教室講演会
「高血圧と薬について」

13:30 ～ 15:00  総合福祉センター
　 ※要予約（健康福祉課 ☎６５・０００１）
★健康体操教室

8
㈰

【当番医】田中医院
　 ☎ 22・1850（飯塚市天道）　

19
㈭

桂川幼稚園 卒園式
桂川幼稚園

★健康体操教室

23
㈪

ピヨピヨ教室
　 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

22
㈰

【当番医】大村内科医院
　 ☎ 65・0016（桂川町土師）

11
㈬

業者による補聴器定期相談
　 13:00 ～ 14:00  総合福祉センター

12
㈭

桂川中学校 卒業式
　 桂川中学校
健幸づくりサポート教室（腎

じん
臓編）

10:00 ～ 12:00  総合福祉センター
　 ※要予約（健康福祉課 ☎６５・０００１）
心配ごと相談（行政相談員）
　 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター
★健康体操教室

10
㈫

健康相談
13:30 ～ 14:30  総合福祉センター

★ウォーキング教室

17
㈫★ウォーキング教室

24
㈫

乳児健診（受付は対象月齢によって異なります）
　 総合福祉センター
ブックスタート・フォローアップブック
スタート（町立図書館主催事業）
　 上記乳児健診時に読み聞かせし、絵本２冊を配布
★ウォーキング教室

27
㈮

健幸づくりサポート教室（まとめ）
10:00 ～ 12:00  総合福祉センター

　 ※要予約（健康福祉課 ☎６５・０００１）
福岡県知事選挙 期日前投票開始日
　 8:30 ～ 20:00  役場 2 階 期日前投票所

７
㈫

絵画と絵手紙の作品展
町立図書館（19 日㈰まで）

健康相談
13:30 ～ 14:30  総合福祉センター

★ウォーキング教室

９
㈭

桂川中学校 入学式
桂川中学校

★健康体操教室

10
㈮

桂川小学校 入学式
桂川小学校

桂川東小学校 入学式
桂川東小学校

12
㈰

【当番医】上村皮ふ科・形成外科
　 ☎ 22・2973（飯塚市忠隈）
福岡県知事選挙及び
福岡県議会議員一般選挙　投票日

7:00 ～ 20:00  町内投票所

13
㈪

桂川幼稚園 入園式
　 桂川幼稚園

4
㈯

福岡県議会議員一般選挙 期日前投票開始
　 8:30 ～ 20:00  役場 2 階 期日前投票所


